Analysis of slavu poyut in the Bylina of Onega region by 水上, 則子 & Mizukami, Noriko
オネガ地方のブィリーナにおけるславу поют1の用法2

















































































































































































































































































































































































































































































































































































1 1 1 1 C廊㎜mP 125 0
2 1 1 1 CE㎜rOP 145 o
3 1 1 1 CBπ跡orop 164－165O ? ○
4 1 1 4 Hπ研MyPOhIo耶。』IH 180 ○ 0 0
5 1 1 6 H皿h細恥o那皿乳¢ 318 O ○






7 1 1 13 A爬皿aHTyraPHH ○ o ○
8 1 1 15 皿o皿MaH江。πMaTOE【四 94 ○ o o
9 i 1 16 H¢叩a－KOP。∬eB田Ha 82 0 ○ △ o
10 1 1 27 UaPL　C。打。M出HBa¢Hm崩
薯ｬπoお辮
219 015 ? ?
11 1 1 29 Ba。m曲HCoΦ田 33 O o △ O
12 1 1 31 Epy自皿膿舳叩。B四 510 ○ ○
13 1 1 32 P｛WTa　Pamo2ε那舳 60 0 O
14
? 2 39 丑晦皿・田HBa¢㎞
ja3鷹HPOE四
405 o O O
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，オネガ地方のブィリーナにおけるcπaBy　mmTの用法
15 1 4 44 H皿ゴ且MypOM酊瓦 ○ ○
16 1 4 44 PL伍∬MypOMβ皿 o
17 1 4 45 双。6PH瑚HAne血a 400 o o ○
18 1 4 46 x㎝巳HE皿y皿OB四 173
? O ○
19
? 4 47 Xy耳a眺¢Ha 123 ○ O o
20 1 4 48 1（0電PK｝K 270－271O ? ? O
21 1 10 56 皿06P』㎜πA皿¢皿a ・330 O o
22 1 12 59 口05P㎜HA爬皿a 93、 o o ○
23 1 工4 61 H価且M｝POM¢ロH
boπOE6託Pa360茸HHK
459 o o o
24 1 23 75 CB㎜r叩 ○ ○ o
25 1 23 76 Cym制獣ηpeロK嘘
oB。脚aCB㎜aヨ。E困）
53 O ? ?
26 1 23 84 CoxMaH 99 O △ O ○
27 2 27 104H肪∬Mypo鵬耶
bo皿OEe覚一Pa360孟HHK
299－300o ○
28 3 52 171 BaじH面i　Ey㎝aeH四
? O O
29 3 55 174Baロ瑚H量By㎝a。B四 85 ○
? O
30 4 66 193 H価冠M卿M。翼HC。∬。Ee厳
oa360触K
181 o O ○，




32 4 67 196 ㎞M脚M¢耳HCoπOB¢員
oa360細
173 ○ 6 O
33 4 68 199㎞Myp。M賦HC。π。蛎
oa350孟HHK
370 o o








歌い手番号 歌い手氏名 歌の数 ，行数合計 《㎝a日yn。PT》出現率
1 撫y皿重OB，　rPHrOPH煎Aπ¢KCεeE四37 6，750 14 2，074
．2 』。rHH。E，　HaB㎝A6P。。HM。BHq4 987 1 LOl3
4 M月K脚eB，　MaKCHM　CTeπaHOB四　　　　　　　　　　一 5 1221 6 4，914




? 93 1 玉O，753
］4 3axaPOB，　AKHM　CεMeHOEH望3 1，131 1 α884
23 1（OHa皿1　KOB，Φ¢瓜op　AH潤poeB四19 3，350 3 O，896
27 PH6HHH｝｛，　KHPHK　ra日PH”08四2 351 1 2，849
52 rIHMOHOE，1Bac｝！」1H両AH皿peOEHH1 134 1 7，463
55 qyPKHH縞Bap臼apa　HBaHOBHa，1 85 1 IL765
66 IlpoKHH，　THMoΦe量ApxHnoE嗣2 211 1 4，739
67 3yeBa，　A皿eKcaH渇pa　THMoΦeeEHa4 281 2 7，117
68 JlyRI慣H，皿MH叩賊酋HBaHOHH【1 4 840 1 ．1，1go
















地域番号 地域名 歌の数 行数の合計 ｛くC∫1a日y　nOIOT聾出現率
1 IIyπora 94 16，935 26 1535
2 1（㎜ 71 10，612 1 O，094
3 Bo期03epo25 2，674 2 α7尋8
4 ParHO3epo12 1，574 4 2，541
5 KeHO3epo78 6，775 1 O，148















地域番号 地域名　　　　　　　　　　．r 歌の数 行数の合計 噸㎝aBy　nOゆ刊｝出現率
1 n。E㈱u，　To皿魂　一 44 b噸91 5 0，516
2 Hy皿ora 28 8，905 15 L684
3 KのKH 97 19，165 21 LO96
4 　　　　　　　　　　1　　　　．ablro3epo 25 3，241 5 1542
5 B。即b3¢po 24 4，130 ?? Oコ26
6　」 1（eHO3epo 85 10，789 0 o
7 Mq皿a 15 1β12 0 o
8 rleT已P極yprOKa耳ry6bPHHH4 一　　2B8 0 0














































歌の数 164 117 281
行数 23，34414，63652，618
。∬a田ノ。∬呵凪組 3 4 7
c江a耳ymKπ 1 1 2
表5　「ペチョーラのブイり一ナ」1・2巻に
　おける歌の数、詩行の数と《cnaBy　norOT＞＞
　このように、2巻における「死んだ」という
意味での｛｛cnaBy　norop）の用法は問題が大きいた
め除外すると、ペチョーラ地方では、〈｛cnaBy
no】o窃は非常に稀にしか用いられないことがわ
かる。使用は一回のみで、その意味も、　「栄誉
を歌う」のみということになる。
　上述の論文で見たように、　「キルシャ・ダニ
ーロフ集」においても《¢naBy　rroro”）の用例は非
常に少なかった。今までのところ、オネガ地域
以外にくくcnaBy　n。rov｝を多用するところは見出さ
れていない。他の地域の状況については、「ブ
ィリーナ集成」が刊行され、電子化テクストが
作成された後に明らかにすることができるであ
ろう。
6．まとめ
　（〈c∬aBy　norop）という表現が、当初は「栄誉が
歌われるjという意味であったことは疑問の余
地がなく、その意味で使われている例は、ここ
で取り上げたすべての刊本に見ることができる
が、「死が訪れる」という意味でも使われてい
るオネガ地方においては、この表現の使用頻度
が極端に高くなっているところから、この表現
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オネガ地方のブィリーナにおけるcnaBy、Ilo1OTの用法
の意味の変容（広がり）と使用との問には強い
相関関係があるものと考えられる。
　そして、オネガ地方においては、　「死が訪れ
る」という用法は時代と共に広がっているよう
に見える。1870年代に記録されたギリフェルヂ
ング集では、49例のうち13例で、　「栄誉が歌
われる」と解せるか、その痕跡をとどめた使い
方がされており、死に関連がある使用例は、最
大で29例である。1920年代のソコロフ集では、
栄誉に関連するものが34例中7例と少なくなり、
逆に死に関連するものは23例と増加している。
さらにおよそ10年後のプードガ地方では、「栄
誉が歌われる」は14例中1例のみとなって、「死
が訪れる1が完全に優勢になっているのである。
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図2　KcnaBy　noKM’》の意味の割合の変化
　さらにもう一つ相関関係が見出されるa
＜＜cnaBy　norov＞を、　「栄誉が歌われる」という意
味で、わずかに使うだけの地域では、。llaBaと
いう語自体の使用頻度も低いのに対し、く｛cnaBy
noroo｝を多用する地域では、単独のcnaBaの使
用頻度も高くなっていることである。その場合、
＜＜c皿By　norop＞の意味にはゆれがあっても、　cnaBa
の意味はほぼ一定していることも興味深い。形
容詞c皿aBHb甫や、類義語gecrb，　XBana等の使用
頻度も調査して比較すると、この現象の意味を
明らかピできるのではないかと考えている。
1｛くc皿aBhl・nown），　＜＜cnalry　neeM）〉などの形でも用いられるが、引用箇所を除いてこの形で表記する。
2本稿は、Japa皿ese　SlaVic　a皿d　East　Europ　ean　StUdies　Vol．26に掲載予定の論文｛cAHa．皿3
Y、、。mp。6＝，且朋・mp・m・HnH・・¢naBy　ll。u・T｝1…6・・JME［aX，　3a［lliCaH田EOC　B　OH…CK。皿・P・ellの日本語訳で
ある。
1繍騨甥學羅器艦1盈碧翻K『鷺難聖翻鞭蜘肺本・シ
ア文学会，2005）
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sOHe）sccKue　6hmm・［bl，3a四〇aHHblo　A，Φ．　rH∬与Φep朋HroM肥oM　1871　ro皿a．　M；JI，：H3n－Bo　AH　CCCP，
1949－1951，T，1－3，
GOH¢駅眺開。6bi澗HH／no痴op　6bl』HH畑1卵．　p印，　TeKCTOB　IO．M、CosonOBa；　fio江r（yf．　TeKcrTvB　K　neqaTH，
叩HMcg．　H　cnODaPb・B，τ｛四叩OBa・－M・1948・
7BbmHHsl　nyAos葺rclcoro　1｛P　a”．　Tocy；叫apc　rBeHHoe　H3AaTβ皿』cTBo正｛，ΦCCP・1工er∫1po3aB　oj匡cE・1941・
H1］lpcBHHe　PoccHticKHe　eTvaxcrrEopeHn”，　co6paHHbie　Kup皿eto　IlaHMnoBbiM．　M．：HayKa．1977．　－2－e
脚。nHellll。e・M3maHMe，（JI”reparyPHb：e　naMSITHHKH）　　　　　　I
gGb：nm・ihi：B2S　ToMax．　f　Po　ccn磁cKaJi　a甲」耳¢M田I　HayK・VaHcrHrTy　r・PYocKoVa』uTepaTYp『1（ny皿IKHH・1］loM）；ToM　1：
EblJIHHbl　rTetlOPLI　TOM　1，2001．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
1・6bI朋Hbll　B　25　T。Max、／PoccmhcKasl　aKaneM”」1　HayK．　MHc　TmyT　pyc。lwfi　nuTeparlypbl（ny皿KHH、」（oM）；ToM　2：
ShMMHbl　r【egOPbl　TOM　2．2001．
11@aofκoπoB　70．1匠3a瓢e賦耳o．ΦoJ正51c皿opHo］厳3Kcnema　1926－1928　rr，　OHe軍cKHe，βbuI耳HLI（1948），
c．3
12No．159，353行目
13水上、P．3
1・4N11165－166、　N14　180－181など
】Sただし、人称代名詞で表されており、二人の人物めどちらな．のかは特定できない。
1日水上、p．6
1〒’?縺Ap．6’より再掲
IB　Eb：」1HHbt：B25　TOMax，　TOM　2，　c．496
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